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Tumor Heterogeneityの存在，抗癌剤の臨床薬剤分布の実験モデルの不備， Invitro殺細胞率と In
vivo腫蕩縮小（増殖延長）率の解離などを示す報告は腫蕩の持つ複雑な生物学的特性を教えてくれ
ている．加えて，三次元からなる固形腫蕩の中心部と辺縁部の腫蕩細胞の感受性が抗癌剤の種類に
よっては大きく異なり，またそれらを砕いて細胞浮遊液にすると，また感受性が違って来るという
報告も少なくなレ．こうした諸点が未解決であり p 克服すべき手段を持たないことが現行の抗癌剤
感受性試験の臨床癌化学療法への応用を妨げている要因と思われる．
固形腫蕩の癌化学療法に関しては外科医が最も良い研究環境にあるといって間違レはない 精一
杯の拡大手術に合わせた補助療法に，また再発症例に対する積極的療法に理論を賦与するものが感
受性試験である．このことは将来益今明確になってゆくと思われる．
